
五
日
）

決
勝
は
宿

　
我
校
は
終
始
敵
ゴ
ー
ル
ラ
イ
ソ
に
迫
り
な
が
ら
決

め
手
が
な
く
、
又
し
て
も
倣
工
に
一
点
の
差
で
敗
る

○
高
作
建
（
五
月
三
十
一
日
、
六
月
一
、
二
日
）

　
　
　
於
、
黒
エ
グ
ラ
ｙ
ド

　
第
一
回
戦
宮
古
水
盃
と
対
戦

木
鴛
筒
口
０
３

Ｔ
Ｗ
水

　
練
習
の
甲
斐
あ
り
、
沿
岸
の
強
敵
宮
永
を
堂
々
と

打
ち
破
り
第
二
回
に
淮
む
。

　
第
二
回
戦
は
、
辱
の
優
勝
枝
盛
岡
工
架
と
対
戦
・

本
校
大
０
０
に
肘
目
盛
エ

　
我
々
歌
手
一
同
必
勝
を
期
し
て
順
張
つ
た
が
、
敵

重
量
Ｆ
Ｗ
を
有
す
る
盛
工
に
敗
れ
た
。
又
し
て
も
、

あ
≒
ど
う
し
て
勝
て
な
い
か
、
い
や
逞
う
、
重
量

及
び
鍛
練
だ
。

　
打
倒
盛
工
を
目
指
し
て
又
も
や
基
礎
か
り
猛
烈
な

練
習
を
始
め
た
。
そ
し
て
・
次
の
国
体
予
漕
、
全
国
大

会
へ
と
全
力
を
傾
け
た
。
夏
休
み
、
や
が
て
夏
期
合

宿
。
諸
先
輩
の
コ
ー
チ
の
も
と
に
合
宿
練
習
に
励
む

　
（
八
月
三
日
？
十
三
日
の
十
日
間
、
学
校
に
今
宿
）

こ
の
合
宿
で
は
、
春
か
ら
の
恥
辱
を
一
掃
し
よ
う
と

県
呼
に
励
む
。
朝
は
六
時
起
床
、
ロ
ｙ
グ
ラ
で
Ｉ
ｙ

グ
、
練
習
、
掃
除
、
朝
食
、
そ
の
後
は
自
由
時
間
、

午
後
は
二
時
半
よ
わ
炎
天
下
の
猛
疾
駆
。

　
か
く
て
第
十
二
回
国
民
体
育
大
会
県
予
洞
蒙
県
民

体
育
大
会
を
迎
え
る
。
時
八
月
十
七
、
ハ
、
九
日
、

場
所
・
は
黄
金
ラ
グ
ビ
ー
場
。

　
第
二
回
戦
一
関
高
校
と
対
戦

本
校
気

2
2
2

4
川
こ
Ｏ
開
局

　
吾
々
の
日
頃
の
練
磨
は
、
県
南
の
名
門
閥
高
を
4
6

対
Ｏ
で
軽
く
一
蹴
し
た
。
こ
の
試
合
で
今
来
本
校
の

あ
げ
た
得
点
の
最
高
を
記
録
す
る
。
こ
の
日
は
ウ
イ

ン
ー
散
瞳
の
プ
ヤ
ー
ド
独
走
ト
ラ
イ
、
。
ハ
ツ
ク
ス
の

コ
ン
ビ
良
く
、
Ｆ
Ｗ
の
ス
ぞ
フ
ム
ト
ラ
イ
、
フ
ォ
ロ

ー
し
て
の
ト
ラ
イ
等
あ
り
楽
勝
し
て
第
二
回
戦
に
勝

ち
進
行
。

　
第
二
回
戦
盛
岡
工
柴
と
対
戦

ぶ
投
入
３
０
白
Ｈ
仰
望

　
あ
≒
無
念
、
叉
も
し
て
や
ら
れ
る
。
前
半
６
対

Ｏ
と
り
Ｉ
ド
さ
れ
、
飛
宇
奮
起
Ｆ
Ｗ
ト
ラ
イ
を
よ
げ

た
が
、
了
分
に
ト
ラ
イ
さ
れ
Ｇ
成
功
、
１
３
分
。
ヘ
ナ
ル

テ
イ
を
こ
ち
れ
Ｇ
き
ま
つ
て
３
点
を
追
加
善
戦
包
一
し

く
敗
れ
る
。

　
さ
て
べ
の
第
三
十
八
回
全
国
ラ
タ
ビ
ー
高
校
酒
手

栂
大
会
岩
手
県
予
泗
は
十
月
十
九
、
二
十
、
二
十
一

日
の
三
日
間
黄
金
ラ
タ
ビ
ー
場
で
行
わ
れ
た
。

　
第
一
回
戦
　
不
戦
勝

ラ
ク
ビ
ー
部

　
フ
ァ
イ
ト
に
明
け
フ
ァ
イ
ト
に
暮
れ
た
一
年
、
我

が
ラ
ク
ピ
ー
部
は
い
か
に
歌
い
、
い
か
に
勝
つ
た
か

い
ざ
や
た
ど
ら
ん
戦
の
跡
。

○
盛
岡
市
民
体
育
大
会
（
五
月
三
、

　
　
　
於
、
黄
金
・
フ
タ
ビ
ー
塙
）

　
第
一
回
戦
盛
岡
無
業
と
対
戦

本
校
大
０
６
に
Ｕ
３
盛
参

　
全
員
良
く
頚
張
り
、
決
勝
戦
に
辿
ひ
。

斂
盛
岡
工
業
と
対
戦
す
る
。

　
決
勝
戦

本
校
ｍ
百
日
８
３
ｙ
盛
エ



第
二
回
戦
　
盛
岡
一
高
と
対
戦

本
校
玉
門
０
３
Ｔ
盛
一
高

　
対
一
商
戦
は
今
年
初
め
て
で
漕
手
一
同
元
気
良
く

対
戦
し
た
。
こ
れ
も
2
6
－
３
で
一
蹴
し
て
決
勝
に
逞

む
。

　
決
勝
戦
　
賤
岡
工
業
と
対
戦

　
　
本
校
ｏ
石
臼
８
３
て
盛
エ

　
あ
あ
何
と
い
う
不
屈
だ
。
春
以
東
幾
度
と
な
く
夢

見
た
あ
の
晴
わ
の
「
大
阪
四
の
宮
」
大
会
も
一
片
の

煙
と
消
え
去
る
。

　
こ
の
日
の
黄
金
ラ
タ
ビ
ー
場
は
、
午
前
中
降
り
続

い
た
雨
で
コ
ソ
デ
シ
ョ
ソ
不
良
の
う
え
に
、
前
牛
1
5

分
頃
か
ら
叉
も
降
り
出
し
、
泥
躍
戦
と
な
っ
た
。
我

校
前
４
Ｈ
’
４
!
７
に
試
合
を
跳
め
た
が
、
2
1
分
力
に

ま
さ
る
盛
工
Ｆ
Ｗ
我
校
を
押
し
込
ん
で
ト
ラ
イ
Ｇ
成

功
、
2
1
分
孜
軍
1
3
ヤ
ー
ド
ス
で
フ
ム
よ
り
盛
工
ヘ
ボ

１

ル
が
出
、
ハ
ー
フ
、
ス
タ
ン
ド
ヘ
と
ボ
ー
ル
が
行

き
飛
込
ん
で
ト
ラ
イ
。
後
今
に
・
も
８
対
ｏ
と
り
Ｉ
ド

さ
れ
る
に
至
り
元
気
が
な
く
な
っ
て
い
た
が
、
盛
工

の
得
点
チ
ャ
ン
ス
を
は
ば
ひ
。
我
校
押
さ
お
気
味
で

は
あ
お
、
得
点
チ
ャ
ン
ス
は
少
な
く
な
か
っ
た
。
1
5

分
敵
軍
1
0
ヤ
ー
ド
附
包
ル
ー
ズ
ス
タ
ー
フ
ム
よ
り
Ｆ
Ｗ

沢
口
が
敵
を
割
っ
て
独
走
、
ド
リ
ポ
ル
ノ
ー
マ
ー
タ

敵
が
沢
口
め
が
け
て
走
る
。
ほ
‥
番
が
出
た
。
2
5
ャ
ー

ド
通
過
、
1
4
番
沢
口
を
大
き
く
引
き
離
し
ボ
ー
ル
を

拾
い
キ
ッ
ク
、
2
8
ヤ
ー
ド
附
近
で
得
点
チ
ヤ
ｙ
ス
の

が
す
。
そ
そ
の
ま
ま
2
4
分
ま
で
シ
ー
ソ
ー
ゲ
ー
ム
で

あ
っ
た
が
、
我
軍
ず
Ｉ
ル
前
、
ス
ク
ラ
ム
カ
に
ま
さ

る
盛
工
Ｆ
Ｗ
が
ホ
エ
ル
を
見
せ
、
ス
ぞ
フ
ム
ト
ラ
イ

さ
れ
た
。
そ
の
後
我
が
校
に
Ｐ
Ｋ
与
え
ら
わ
た
が
得

点
な
ら
ず
そ
の
ま
ま
ノ
ー
サ
イ
ド
と
な
っ
た
。
再
三

ゴ
ー
ル
前
に
殺
倒
し
な
が
ら
ノ
ー
ト
ラ
イ
に
終
つ
た

の
は
、
か
え
す
が
え
す
も
残
念
で
あ
っ
た
。

　
宿
願
を
果
き
ず
卒
架
を
迎
え
た
が
、
我
ら
の
夢
は

い
っ
の
日
か
後
輩
諸
君
に
よ
っ
て
果
た
さ
れ
る
こ
と

を
信
じ
り
っ
我
ら
は
夫
っ
て
ゆ
く
。
母
校
よ
、
邦
よ

健
や
か
な
れ
。

　
　
　
今
年
度
の
陣
容

　
監
　
督
　
　
　
戸
　
喝
　
正
　
夫

　
主
許
　
　
三
村
光
　
一

　
Ｆ
Ｗ
松
銘
銘
五
　
③
　
Ｈ
Ｂ
江
刺
　
博
　
③

　
　
　
茜
沢
喜
鳶
①
　
Ｔ
Ｂ
殼
双
准
式
②

　
　
　
箱
石
伍
郎
　
③
　
　
　
鍋
前
栽
吉
　
③

　
　
　
中
村
卓
郎
　
②
　
　
　
佐
々
木
忠
雄
②

　
　
　
田
村
光
一
　
③
　
　
　
神
谷
二
千
六
②

　
　
　
厩
嘴
　
章
　
①
　
　
　
高
橋
　
久
　
③

　
　
　
阿
部
久
知
③
　
　
東
　
司
③

　
　
　
沢
口
芳
男
　
③
　
　
　
千
代
川
泰
久
咄

　
Ｈ
Ｂ
高
田
一
明
　
③
　
　
　
鈴
木
輝
紀
　
①

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
　
　
　
（
田
村
記
）
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